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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

１）令和２年度 福岡県安推連会議について
（１）福岡県道路交通環境安全推進連絡会議

福岡県内の交通管理者及び道路管理者が連携して行う安全な道路交通環境の整備のための主要施策につい
て適切な進行管理を行い、また、地域住民等への広報や地域住民等の道路交通環境に関する意見を主要施
策へ反映させ、福岡県における安全な交通環境の整備を推進することを目的とする。
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①安推連会議の目的

②体制

福岡県道路交通環境
安全推進連絡会議

道路交通環境
安全調査委員会

アドバイザー
会議

作業部会

調査依頼

報告・提言

諮問

指導・助言

[ 必要に応じて適宜 ]

【アドバイザー会議】
◆主旨
推進連絡会議において検討される主
要施策の実施に関する技術的助⾔、
主要施策の効果評価に関する指導・
助⾔、道路交通環境の安全を図るた
めの新規施策に関する助⾔等を諮る
ことを⽬的とする。

【道路交通環境安全調査委員会】
◆主旨
社会的に⼤きな影響を与える重⼤事
故が発⽣した際に、必要に応じて事故
発⽣要因の調査・分析を⾏い、道路
交通環境の改善策の⽴案等を⾏うこ
とを⽬的とする。

【作業部会】
◆主旨
推進連絡会議で所掌する事務の補
助を⾏うものとする。
◆部会⻑
福岡国道事務所技術副所⻑が担当
するものとする。（副部会⻑は、福岡
県警察本部交通規制課課⻑補佐、
北九州国道事務所技術副所⻑が担
当）

担当者会議

自転車走行環境部会

【⾃転⾞⾛⾏環境部会】
◆主旨
各道路管理者や交通管理者が情報
共有を⾏い、安全で快適な⾃転⾞利
⽤環境の創出に向けた整備を促進す
るための⽅策を広い視野で検討調整
し、⾃転⾞⾛⾏空間整備の計画的か
つ円滑な推進に資することを⽬的とす
る。
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１）令和２年度 福岡県安推連会議について
（２）令和２年度の安推連会議内容
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１） 幹線道路における事故対策の取り組み・・・・・資料3-1、資料3-2

◇ 事故危険箇所の進捗状況・フォローアップ結果について【報告】

◇ 事故危険区間リストの更新について【報告】

２） 生活道路における事故対策の取り組み・・・・・資料4

◇ 生活道路対策エリアの取り組みについて【報告】

◇ ハンプ設置効果について【報告】

◇未就学児が日常的に集団で移動する経路等の交通安全の確保について【報告】

３） 自転車通行空間の整備・・・・・資料5

◇自転車ネットワーク整備状況について【報告】

【会議のポイント】
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資料－２－２

２）福岡県の事故発生状況について

②県内における死傷事故発生特性
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H27 H28 H29 H30 H27 H28 H29 H30
北九州 6,389 6,221 5,715 5,238 1.00 0.97 0.89 0.82
筑　豊 1,888 1,724 1,680 1,531 1.00 0.91 0.89 0.81
福　岡 10,627 9,622 9,083 8,129 1.00 0.91 0.85 0.76
筑　後 3,749 3,560 3,223 2,847 1.00 0.95 0.86 0.76
福岡県計 22,653 21,127 19,701 17,745 1.00 0.93 0.87 0.78
全　国 536,899 499,201 472,165 430,601 1.00 0.93 0.88 0.80

死傷事故件数（件/年） 増減率（対H27）

２）福岡県の事故発生状況について
（１）地域別事故発生状況

直近４年の死傷事故件数は、全国と同様、減少傾向にあり、各地域とも概ね同調している。
一方、死亡事故は全国では減少傾向であるのに対し、県内では増減するなど一様の傾向を示していない。
ただし、死亡事故になる割合は、各地域ともに全国平均を下回る。
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（資料：【福岡県】イタルダ事故データ（H27-H30）
【全 国】交通事故統計年報）

■地域別死傷事故発生件数の推移（直近４年）

■地域別死亡事故発生件数の推移（直近４年）

■死亡事故発生割合の推移（直近４年）

【分析するエリア区分】
※エリアは、福岡県交通渋滞対策協議会の区分設定

全国平均以下

H27 H28 H29 H30 H27 H28 H29 H30
北九州 25 25 23 26 1.00 1.00 0.92 1.04
筑　豊 12 13 12 10 1.00 1.08 1.00 0.83
福　岡 34 36 29 24 1.00 1.06 0.85 0.71
筑　後 18 21 16 20 1.00 1.17 0.89 1.11
福岡県計 89 95 80 80 1.00 1.07 0.90 0.90
全　国 4,028 3,790 3,630 3,449 1.00 0.94 0.90 0.86

死亡事故件数（件/年） 増減率（対H27）

H27 H28 H29 H30 H27-H30
北九州 0.39% 0.40% 0.40% 0.50% 0.42%
筑　豊 0.64% 0.75% 0.71% 0.65% 0.69%
福　岡 0.32% 0.37% 0.32% 0.30% 0.33%
筑　後 0.48% 0.59% 0.50% 0.70% 0.56%
福岡県計 0.39% 0.45% 0.41% 0.45% 0.42%
全　国 0.75% 0.76% 0.77% 0.80% 0.77%

死亡事故割合（死亡事故件数／死傷事故件数）

（資料：H27国勢調査）

【参考】福岡県内のエリア別⼈⼝

◆福岡県のエリア区分
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昼夜別
死傷事故 北九州 筑　豊 福　岡 筑　後 合　計 北九州 筑　豊 福　岡 筑　後 合　計 北九州 筑　豊 福　岡 筑　後

昼 16,768 5,048 26,318 9,905 58,039 71.2% 74.0% 70.3% 74.0% 71.5% 1.00 1.04 0.98 1.04
夜 6,795 1,775 11,143 3,474 23,187 28.8% 26.0% 29.7% 26.0% 28.5% 1.01 0.91 1.04 0.91

合　計 23,563 6,823 37,461 13,379 81,226 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 1.00 1.00 1.00 1.00
※「⾚字」︓1.20以上

特　　化　　係　　数発⽣件数（件/4年） 構　　　成　　　⽐

季　節
死傷事故 北九州 筑　豊 福　岡 筑　後 合　計 北九州 筑　豊 福　岡 筑　後 合　計 北九州 筑　豊 福　岡 筑　後

春（ 3-5⽉ ） 5,694 1,585 9,199 3,218 19,696 24.2% 23.2% 24.6% 24.1% 24.2% 1.00 0.96 1.01 0.99
夏（ 6-8⽉ ） 6,057 1,749 9,481 3,408 20,695 25.7% 25.6% 25.3% 25.5% 25.5% 1.01 1.01 0.99 1.00
秋（9-11⽉） 5,954 1,667 9,510 3,364 20,495 25.3% 24.4% 25.4% 25.1% 25.2% 1.00 0.97 1.01 1.00
冬（12-2⽉） 5,858 1,822 9,271 3,389 20,340 24.9% 26.7% 24.7% 25.3% 25.0% 0.99 1.07 0.99 1.01

合　計 23,563 6,823 37,461 13,379 81,226 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 1.00 1.00 1.00 1.00
※「⾚字」︓1.20以上

季　節
死亡事故 北九州 筑　豊 福　岡 筑　後 合　計 北九州 筑　豊 福　岡 筑　後 合　計 北九州 筑　豊 福　岡 筑　後

春（ 3-5⽉ ） 28 15 29 23 95 28.3% 31.9% 23.6% 30.7% 27.6% 1.02 1.16 0.85 1.11
夏（ 6-8⽉ ） 20 10 22 12 64 20.2% 21.3% 17.9% 16.0% 18.6% 1.09 1.14 0.96 0.86
秋（9-11⽉） 25 11 28 17 81 25.3% 23.4% 22.8% 22.7% 23.5% 1.07 0.99 0.97 0.96
冬（12-2⽉） 26 11 44 23 104 26.3% 23.4% 35.8% 30.7% 30.2% 0.87 0.77 1.18 1.01

合　計 99 47 123 75 344 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 1.00 1.00 1.00 1.00
※「⾚字」︓1.20以上

特　　化　　係　　数

特　　化　　係　　数

発⽣件数（件/4年） 構　　　成　　　⽐

発⽣件数（件/4年） 構　　　成　　　⽐

２）福岡県の事故発生状況について
（２）地域別事故発生特性

死傷事故、死亡事故とも、季節別には大きな特性はない。
また、昼夜にみても大きな特性はない。
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１）季節別・昼夜別

【特化係数とは】
○地域の産業構造がどの分野に偏っているかを表す指数で、全国との比較を行う場合によく用いられる指数
○特化係数が大きいほど、その産業に特化しているといえる
○ここでは、「地域別の事故の構成比」と「福岡県内の事故の平均構成比」とを比較して、特化係数を算出す
ることで、地域別の事故特性を把握

地域における事故特性（特化係数）＝地域の構成比÷福岡県内の平均構成比

■季節別の死傷事故発生件数（H27-H30）

■昼夜別の死傷事故発生件数（H27-H30）

（資料：イタルダ事故データ（H27-H30））

『いつ？』

季
節
別

昼
夜
別
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北九州 筑　豊 福　岡 筑　後 合　計 北九州 筑　豊 福　岡 筑　後 合　計 北九州 筑　豊 福　岡 筑　後

０〜15歳 427 133 814 413 1,787 0.9% 1.0% 1.1% 1.5% 1.1% 0.82 0.89 0.99 1.40

16〜24歳 7,246 2,021 11,566 4,380 25,213 15.4% 14.8% 15.4% 16.4% 15.5% 0.99 0.95 0.99 1.05

25〜64歳 31,282 8,790 51,883 16,848 108,803 66.4% 64.4% 69.2% 63.0% 67.0% 0.99 0.96 1.03 0.94

65歳以上 7,582 2,447 9,773 4,791 24,593 16.1% 17.9% 13.0% 17.9% 15.1% 1.06 1.18 0.86 1.18

その他 589 255 886 326 2,056 1.2% 1.9% 1.2% 1.2% 1.3% 0.99 1.48 0.93 0.96

合　計 47,126 13,646 74,922 26,758 162,452 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 1.00 1.00 1.00 1.00

※上表の事故発⽣件数は「第１当事者＋第２当事者」で計上しているため、件数⾃体はダブルカウントとなっている。 ※「⾚字」︓1.20以上（「その他」除く）

北九州 筑　豊 福　岡 筑　後 合　計 北九州 筑　豊 福　岡 筑　後 合　計 北九州 筑　豊 福　岡 筑　後

⾃動⾞ 41,266 12,300 58,376 22,645 134,587 87.6% 90.1% 77.9% 84.6% 82.8% 1.06 1.09 0.94 1.02

⼆輪⾞ 1,743 421 7,349 1,558 11,071 3.7% 3.1% 9.8% 5.8% 6.8% 0.54 0.45 1.44 0.85

⾃転⾞ 1,944 277 5,857 1,454 9,532 4.1% 2.0% 7.8% 5.4% 5.9% 0.70 0.35 1.33 0.93

歩⾏者 1,568 385 2,426 759 5,138 3.3% 2.8% 3.2% 2.8% 3.2% 1.05 0.89 1.02 0.90

その他 605 263 914 342 2,124 1.3% 1.9% 1.2% 1.3% 1.3% 0.98 1.47 0.93 0.98

合　計 47,126 13,646 74,922 26,758 162,452 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 1.00 1.00 1.00 1.00

※上表の事故発⽣件数は「第１当事者＋第２当事者」で計上しているため、件数⾃体はダブルカウントとなっている。 ※「⾚字」︓1.20以上（「その他」除く）

特　　化　　係　　数
当事者種別

発⽣件数（件/4年）※第１当事者＋第２当事者 構　　　成　　　⽐

年　齢
発⽣件数（件/4年）※第１当事者＋第２当事者 構　　　成　　　⽐ 特　　化　　係　　数

２）福岡県の事故発生状況について
（２）地域別事故発生特性

当事者年齢をみると、筑後地域では、0～15歳の割合が高い。
当事者種別をみると、福岡地域では、二輪車、自転車の割合が高い。
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２）年齢別・当事者別

■年齢別、当事者種別の死傷事故発生件数（H27-H30）

（資料：イタルダ事故データ（H27-H30））

『だれと・だれが？』

年
齢
別

当
事
者
種
別

二輪車、自転車の割合が高い

0～15歳の割合が高い
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北九州 筑　豊 福　岡 筑　後 合　計 北九州 筑　豊 福　岡 筑　後 合　計 北九州 筑　豊 福　岡 筑　後
交差点_交差点付近 5,286 1,567 6,965 2,575 16,393 22.4% 23.0% 18.6% 19.2% 20.2% 1.11 1.14 0.92 0.95
⼩交差点（5.5ｍ未満） 1,895 696 4,386 1,633 8,610 8.0% 10.2% 11.7% 12.2% 10.6% 0.76 0.96 1.10 1.15
中交差点（5.5ｍ以上） 4,279 1,403 6,686 2,869 15,237 18.2% 20.6% 17.8% 21.4% 18.8% 0.97 1.10 0.95 1.14
⼤交差点（13ｍ以上） 1,392 101 2,402 345 4,240 5.9% 1.5% 6.4% 2.6% 5.2% 1.13 0.28 1.23 0.49
単路_その他 10,602 2,971 16,789 5,879 36,241 45.0% 43.5% 44.8% 43.9% 44.6% 1.01 0.98 1.00 0.98
単路_トンネル 33 37 22 1 93 0.1% 0.5% 0.1% 0.0% 0.1% 1.22 4.74 0.51 0.07

単路_橋 30 22 32 45 129 0.1% 0.3% 0.1% 0.3% 0.2% 0.80 2.03 0.54 2.12
踏切_第１種 0 1 4 2 7 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.00 1.70 1.24 1.73
⼀般交通の場所 46 25 175 30 276 0.2% 0.4% 0.5% 0.2% 0.3% 0.57 1.08 1.37 0.66

合　計 23,563 6,823 37,461 13,379 81,226 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 1.00 1.00 1.00 1.00
※「⾚字」︓1.20以上（「踏切_第１種」、「⼀般交通の場所」除く）

道路形状 発⽣件数（件/4年） 構　　　成　　　⽐ 特　　化　　係　　数

北九州 筑　豊 福　岡 筑　後 合　計 北九州 筑　豊 福　岡 筑　後 合　計 北九州 筑　豊 福　岡 筑　後
【単　路】
DIDかつ商業地域 3,123 188 7,940 479 11,730 13.3% 2.8% 21.2% 3.6% 14.4% 0.92 0.19 1.47 0.25
DID（商業除く） 5,470 438 6,630 1,896 14,434 23.2% 6.4% 17.7% 14.2% 17.8% 1.31 0.36 1.00 0.80
その他の市街部 1,678 807 3,481 3,229 9,195 7.1% 11.8% 9.3% 24.1% 11.3% 0.63 1.04 0.82 2.13

平地部 2,607 2,270 2,550 2,074 9,501 11.1% 33.3% 6.8% 15.5% 11.7% 0.95 2.84 0.58 1.33
⼭地部 274 195 365 135 969 1.2% 2.9% 1.0% 1.0% 1.2% 0.97 2.40 0.82 0.85
不　明 324 97 441 261 1,123 1.4% 1.4% 1.2% 2.0% 1.4% 0.99 1.03 0.85 1.41

【交差点】
DIDかつ商業地域 3,149 210 7,272 605 11,236 13.4% 3.1% 19.4% 4.5% 13.8% 0.97 0.22 1.40 0.33
DID（商業除く） 3,856 346 4,864 1,401 10,467 16.4% 5.1% 13.0% 10.5% 12.9% 1.27 0.39 1.01 0.81
その他の市街部 963 633 2,053 1,739 5,388 4.1% 9.3% 5.5% 13.0% 6.6% 0.62 1.40 0.83 1.96

平地部 1,555 1,475 1,397 1,189 5,616 6.6% 21.6% 3.7% 8.9% 6.9% 0.95 3.13 0.54 1.29
⼭地部 156 41 64 63 324 0.7% 0.6% 0.2% 0.5% 0.4% 1.66 1.51 0.43 1.18
不　明 408 123 404 308 1,243 1.7% 1.8% 1.1% 2.3% 1.5% 1.13 1.18 0.70 1.50
合　計 23,563 6,823 37,461 13,379 81,226 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 1.00 1.00 1.00 1.00

※「⾚字」︓1.20以上（「不明」除く）

沿道環境 発⽣件数（件/4年） 構　　　成　　　⽐ 特　　化　　係　　数

２）福岡県の事故発生状況について
（２）地域別事故発生特性

沿道環境をみると、北九州・福岡地域は人口集中地区、筑豊・筑後地域はその他の市街部や平地部が高い
道路形状をみると、福岡地域は大規模交差点、北九州・筑豊・筑後地域は単路の道路構造物（トンネルや橋）区
間が高い。
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３）沿道環境別・道路形状別

■沿道環境別、道路形状別の死傷事故発生件数（H27-H30）

（資料：イタルダ事故データ（H27-H30））

『どこで？』

沿
道
環
境
別

道
路
形
状
別

福岡地域は大規模交差点、
その他地域は単路の道路構造物（トンネルや橋）区間が多い

北九州・福岡はDID（人口集中地区）、
筑豊・筑後はその他の市街部や平地部が高い
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北九州 筑　豊 福　岡 筑　後 合　計 北九州 筑　豊 福　岡 筑　後 合　計 北九州 筑　豊 福　岡 筑　後
⼈対⾞両（横断中） 1,282 276 1,763 484 3,805 5.4% 4.0% 4.7% 3.6% 4.7% 1.16 0.86 1.00 0.77
⼈対⾞両（通⾏中） 64 32 172 105 373 0.3% 0.5% 0.5% 0.8% 0.5% 0.59 1.02 1.00 1.71
⼈対⾞両（その他） 222 77 491 170 960 0.9% 1.1% 1.3% 1.3% 1.2% 0.80 0.95 1.11 1.08

正⾯衝突 270 229 440 280 1,219 1.1% 3.4% 1.2% 2.1% 1.5% 0.76 2.24 0.78 1.39
追　突 12,942 3,503 17,204 6,565 40,214 54.9% 51.3% 45.9% 49.1% 49.5% 1.11 1.04 0.93 0.99
出会頭 3,440 1,293 5,901 2,977 13,611 14.6% 19.0% 15.8% 22.3% 16.8% 0.87 1.13 0.94 1.33
右折時 2,191 574 4,108 1,217 8,090 9.3% 8.4% 11.0% 9.1% 10.0% 0.93 0.84 1.10 0.91
左折時 726 139 3,119 588 4,572 3.1% 2.0% 8.3% 4.4% 5.6% 0.55 0.36 1.48 0.78

⾞両相互その他 2,074 539 3,839 823 7,275 8.8% 7.9% 10.2% 6.2% 9.0% 0.98 0.88 1.14 0.69
⾞両単独（⼯作物衝突） 144 79 116 82 421 0.6% 1.2% 0.3% 0.6% 0.5% 1.18 2.23 0.60 1.18
⾞両単独（転倒） 32 8 55 22 117 0.1% 0.1% 0.1% 0.2% 0.1% 0.94 0.81 1.02 1.14
⾞両単独（路外逸脱） 8 13 6 10 37 0.0% 0.2% 0.0% 0.1% 0.0% 0.75 4.18 0.35 1.64
⾞両単独（その他） 168 61 246 55 530 0.7% 0.9% 0.7% 0.4% 0.7% 1.09 1.37 1.01 0.63

列⾞ 0 0 1 1 2 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.00 0.00 1.08 3.04
合　計 23,563 6,823 37,461 13,379 81,226 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 1.00 1.00 1.00 1.00

※「⾚字」︓1.20以上（「列⾞」除く）

事故類型
発⽣件数（件/4年） 構　　　成　　　⽐ 特　　化　　係　　数

２）福岡県の事故発生状況について
（２）地域別事故発生特性

北九州地域に大きな特性はない。
筑豊地域では、正面衝突や車両単独（工作物衝突や路外逸脱）が高い。
福岡地域では、左折時が高い。
筑後地域では、正面衝突や車両単独（路外逸脱）に加え、出会頭や人対車両（通行中）が高い。
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４）事故類型別

■事故類型別の死傷事故発生件数（H27-H30）

（資料：イタルダ事故データ（H27-H30））

『どのような？』

事
故
類
型
別

筑豊・筑後は、正面衝突や
車両単独（路外逸脱）等が高い

福岡は、左折時が高い
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２）福岡県の事故発生状況について
（２）地域別事故発生特性
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５）地域別事故特性のまとめ

地域名 事故特性（県平均からの特化項目） 想定される事故要因

北九州地域 【場所】
⼈⼝集中地区の単路、交差点
単路（トンネル）

○交通量が多く渋滞を起因とした事故を起こしやすい。

筑豊地域 【場所】
その他の市街部、平地部、⼭地部の単路、交差点
単路（トンネル・橋）
【形態】
正⾯衝突、⾞両単独（⼯作物衝突、路外逸脱）

○中央分離帯が無いなど、⾞線を逸脱しやすい。

福岡地域 【当事者】
⼆輪⾞、⾃転⾞
【場所】
⼈⼝集中地区かつ商業地域の単路、交差点
⼤規模交差点
【形態】
左折時

○都⼼部の⼤規模交差点で、⼆輪⾞や⾃転⾞が巻き込まれや
すい。

○⼆輪⾞や⾃転⾞が事故を起こしやすい。

筑後地域 【当事者】
0〜15歳
【場所】
その他の市街部、平地部の単路、交差点
単路（橋）
【形態】
⼈対⾞両（通⾏中）、正⾯衝突
出会頭、⾞両単独（路外逸脱）

○若年層が事故に巻き込まれやすい。

○中央分離帯が無いなど、⾞線を逸脱しやすい。

○出会い頭に衝突しやすい。
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５）自転車通行空間の整備について

資料－５



交差点

70.6%

単路

26.9%

その他

2.5%

交差点 単路 その他

（１）福岡県内の自転車による交通事故の状況

□福岡県内における自転車事故発生件数は、年々減少しているものの、全国平均の約1.2倍。

□自転車対歩行者の事故発生件数は横ばいで推移。

□自転車事故の多くが交差点部で発生（約7割）。

□自転車対歩行者の事故のうち、約6割が歩道で発生。

■本県の自転車事故発生件数

（福岡県警本部：R1交通事故統計資料）

■道路形状別自転車事故発生状況

■自転車対歩行者の衝突地点別事故発生状況

■本県の自転車事故発生件数

（福岡県警本部、警察庁：R1交通事故統計資料を基に作成。） 1

（福岡県警本部：R1交通事故統計資料）

（福岡県警本部：R1交通事故統計資料）
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（２）福岡県内の自転車ネットワーク計画の策定状況

□福岡県内における自転車ネットワーク計画の策定は９市町

□その内、自転車活用推進計画を策定している自治体は３市

■自転車ネットワーク計画及び自転車活用推進計画の策定状況
（令和3年2月1日時点）

2

：自転車活用推進計画策定済

：自転車ネットワーク計画策定済市町村 計画名称 自転車ネットワーク計画 自転車活用推進計画

北九州市 北九州市自転車利用環境計画 H24.11 R3.1

福岡市 福岡市自転車通行空間ネットワーク整備計画 H26.3 ー

久留米市 久留米市自転車利用促進計画　くるチャリプラン2015 H27.11 ー

苅田町 苅田町自転車ネットワーク整備計画 H28.7 ー

宇美町 宇美町自転車ネットワーク計画 H29.3 ー

直方市 直方市自転車ネットワーク計画 H30.11 ー

古賀市 古賀市自転車ネットワーク計画 H31.3 ー

糸島市 糸島市自転車ネットワーク計画 R2.3 R2.3

田川市 田川市自転車ネットワーク計画 R2.3 R2.3



（３）市町村別の自転車通行空間整備状況

□福岡県全体での整備区間は約246.8km。前年度に比べ、約22.4km増加。

（令和元年4月1日時点では約224.4km）
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■自転車通行空間の整備状況（令和2年4月1日時点）

【市町村別自転車通行空間整備延長（R2.4.1時点）】

Ａ’．自転車道の
うち、一方通行規
制を行っている自
転車道

Ａ’．自転車道の
うち、一方通行規
制を行っている自
転車道

北九州市 0.4 0.0 14.6 15.4 9.2 0.0 0.0 39.6 篠栗町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

福岡市 0.9 0.0 16.4 15.0 18.6 0.0 23.0 73.9 志免町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

大牟田市 0.0 0.0 0.8 0.6 1.2 0.0 0.4 3.0 須恵町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

久留米市 0.0 0.0 0.6 6.8 0.6 0.0 27.4 35.4 新宮町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

直方市 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 3.9 4.4 久山町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

飯塚市 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.0 7.1 8.9 粕屋町 0.0 0.0 0.0 0.0 1.6 0.0 0.0 1.6

田川市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 芦屋町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 4.1 4.3

柳川市 0.0 0.0 0.0 3.5 0.0 0.0 0.0 3.5 水巻町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 1.3

八女市 0.0 0.0 0.0 0.6 0.0 0.0 0.0 0.6 岡垣町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.5 8.5

筑後市 0.0 0.0 0.0 4.2 0.0 0.0 0.0 4.2 遠賀町 0.0 0.0 0.0 0.3 0.7 0.0 6.0 7.0

大川市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 小竹町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.4 4.4

行橋市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 鞍手町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

豊前市 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.3 桂川町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

中間市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.9 2.9 筑前町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

小郡市 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.5 東峰村 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

筑紫野市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 0.0 0.0 0.6 大刀洗町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

春日市 0.0 0.0 0.0 0.6 0.6 0.0 0.0 1.2 大木町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

大野城市 0.0 0.0 0.8 0.2 0.0 0.0 0.0 1.0 広川町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

宗像市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.2 6.2 香春町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

太宰府市 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 1.1 1.6 添田町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

古賀市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 糸田町 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.3

福津市 0.8 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 2.9 4.1 川崎町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

うきは市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.6 5.6 大任町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

宮若市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 赤村 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

嘉麻市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 福智町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

朝倉市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.9 2.9 苅田町 0.0 0.0 0.0 5.4 5.0 0.0 0.0 10.4

みやま市 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.3 みやこ町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

糸島市 1.4 0.0 1.0 1.7 0.0 0.0 0.0 4.1 吉富町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

那珂川市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.2 4.2 上毛町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

宇美町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 築上町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

合計 3.5 0.0 34.2 56.7 40.5 0.0 111.9 246.8

Ｄ：自転車歩行者道の普通自転車通行指定部分は平成30年4月1日時点。令和元年度より集計を行っていない。

自転車
通行空間
整備延長

(km)

合計

自転車
通行空間
整備延長

(km)

Ａ．自転車道 Ｂ．自転車専用
通行帯

Ａ．自転車道 Ｂ．自転車専用
通行帯

Ｃ．車道混在（路
肩のカラー化、帯
状の路面表示
等）

Ｄ．自転車歩行
者道の普通自転
車通行指定部分
（自転車の通行
位置の明示）

Ｅ．独立した自転
車専用道路

F．独立した自転
車歩行者専用道
路（主にサイクリ
ングロード）

Ｃ．車道混在（路
肩のカラー化、帯
状の路面表示
等）

Ｄ．自転車歩行
者道の普通自転
車通行指定部分
（自転車の通行
位置の明示）

Ｅ．独立した自転
車専用道路

F．独立した自転
車歩行者専用道
路（主にサイクリ
ングロード）

合計



（４）市町村自転車ネットワーク計画策定支援事業

□市町村の自転車に対する理解と知識を深めるために、市町村道路担当者研修会を開催（R１～R3）。

（R2はコロナ禍により未開催）

□市町村による自転車ネットワーク計画策定を支援するため、計画策定に必要な調査費の補助制度を創設。

（R１：太宰府市・大野城市、R2：上毛町が補助制度を活用）

■自転車ネットワーク計画策定に必要な調査費補助

対象：自転車ネットワーク計画未策定の市町村
補助内容：計画策定に必要な調査

（交通量、路線選定等にかかる費用）
補助率：１／２（上限250万円）

■市町村道路担当者研修会(自転車ネットワーク計画)

日 時：令和元年8月9日（金）
場 所：福岡県中小企業振興センター
参加人数：59名（19市町村）
講 師：山中 英生氏（徳島大学理工学部教授）
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（５）今後の取組み

□地方版自転車活用推進計画（自転車ネットワーク計画）の策定を促すため

市町村を対象とした情報提供や技術的支援の実施

□自転車ネットワーク計画に沿った自転車通行空間の整備

□サイクルツーリズムの推進（広域サイクリングルートの走行環境整備など）
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